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〔目的〕   

句市場囁の拡大に対応し 昭和40～41年度暦かけて、大群飼育の飼覆管坪省力化を目的とし  

て、飼料隠与樺城化の試験菩即査を行そって重た。しかし、雇用労働力の不尽を背景とした協業忙よ  

る：規轡広大匠幾多の間ぎ調亘；あり、・かつ機線化に伴モうう鎧剰投驚の閉鎖があって、対審労働力の種閤  

で高能力牛七繋讃し（5口熱以下）、テラi得の増大射或る圭肇繹常を指向する毯家が多く夜り、郡市  

近郊の飼料柿葦と乳牛の生鱒雄をいかだうづく結びつけるか把ついての詰問咤の追求が嘆話されて  

きた。そこで、太7E，軍よウ革汀憫疲モ巨で苫くから利薄暮れてかり、かつ郡市近郊での碍徴的楓牛飼  

育法の「つで車・る工場副碍他の利行叱ついて、あらためてその櫻簡境を検討し利用効果を高わる  

窄めの試悌を出向したっ 42㌍F萱はど「ル狩を取り口イ、矩間の給与句串嘩篭を同一托する考へか  

ら生ビール柏のづ≒冶がきれる瑚を乾燥ビール柏で代替することを確定しへ 生ビール欄と乾燥ピーノレ   

相との泌乳効果を比較し、その町考巨件を鳩射した。  

〔方法）  

1．概  贋－‾二  

1期4凋間の5瑚を設程し、僕式やを2繹に外什、生ビール相、乾穂ビール柏を反転冷与し、画  

期舵・おける泌乳夙乳乳肇取準母港女よび繁殖状況を調奄検討した。  

を料簡付は7月1日をもらて開始した。  

2．供試牛   

ホルスタイン種系終乳牛1D頭（・隠印58・年・、59壁度突蘭したイ乳用雌子牛の暫成方式確立に  

関する式後」忙鴨隔したもの）を種馬した。供試牛の諸療件は葬1のとかりでぁる。分娩後経過日  

数の平均が彗しく怠るように2祥に分けた。  
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表1  供 試 牛  

牛  
生軍 月 日   

2産次  受精   1痘■次 搾 乳  体重 捕虜  
番号  鮮          分場月日         【 （kg）        回数i  目 顔  貸（kg）   

58．1〔）．17   42．5．19   287   5．887こ5   510  
A   

2   5S．1D．16   4？．4．  2   2   50 5   i85〔】．5   52 D   

許   5   5q．1G．1d   42．2．28   5 0 5   4．d77．5   510  

7．  る8．1〔】＿■19   4・2．る．15   4   5 0 5   4．489．1   5 0 0  

1q   58．1D．15   42．4．29   5   5 0 5   4．2ロ0．2   528   

5   5亀10．1ろ   42．5．15   505   4．dDロ．4   480  

4   58．1〔l．1占   42．5．2d   2   ち0 5   5．865，2   50 0  

ち  
42．5．18   505   4．07占．占   －52 0   

8  58．1〔＿17   42．5．21   5   

9   58．10．18   42．4．11   2   

弓P－5   
4．585．、0   45D  

5．試験靭笥および試験期の設定  

始め試験開始は全額、鱒局番逐膵！の増進後忙ヤ碇していたが、その時期が猿暑の最中であったの  

で暑さの過ぎるまで遅．らすこと忙し、それまでの間御斗は試験楕のものを確保期として給与した。  

し声がって試験期間は昭祁チ2軍9月20日から12月12日までの12週間としたム儲観潮は表  

2のとぉりである。  

泰2  試験期の設定  

中  一  購  第  Ⅱ  期  第  Ⅲ  期  

予鱒期  武顔 期   予備鱒  試 験 期   予備期   試 奴 期  

9／2D～ 9／2d  9／ガ～10／17  10／18～ 10／24  10／25～11／14  11／15～ 11／21  卜／2皇－■12／12   

A   乾煉ピール柏給与  生ビール粕給与  乾燥ビール柏給与   

B   生ビール柏給与  乾燥ピール相給与  生ビール柏給与   

4．飼料給与   

（1）給与飼料   

生ビール相、乾炊ビール相のほか忙、ビートバルブ、ルーサノベレット、いなわら、配合飼料  

を絵与した。   

生ビール柏は8月2日にトラック1台分礪入し地下サイロに貯蔵、8月18日給与し始め、こ  
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れを11月29日・まで、以後i駒口抽入して使用した。  

乾燥ビール相の成分は、全署連発行パンフレットのつCP18．る彿、T工）封d2．5喀 を使用し  

た。その他の飼料成分は日本標準のものを使桶した。   

配合飼料は自家配合とし、その配合割合は蓑5のとお少である。  

泰5  配合飼料配合剤合  

品  名   とうもろ こし   大 麦   7 ス マ   大豆油相   pO：P   で1ヾ工   

配合制令   50喀   5 □偏   5 0鳴   10魂   12．2魂   7（∋．2虜   

（2）珂料の給与昔   

給与骨は、日本飼孝標準によるワつN  

常にしたがって貸出した。週2回測定の  

乳脂率、週1同測領の特電および平均1  

日当乳量とから必屡でD対置を笥出して  

給与景を決定した。これ亡11週間鳳て行  

なった。配合飼料以外は全期同一裔（乗  

4参照）とし、不足分を配合飼料で補な  

うこととした。桑おミネラルとして、カ  

ルシウム、食塩を塵一与配合飼料のそれぞ  

れ5鱒，1鳴給与した。  

秦4 1E】1帝当拾一年昔（kg）  

＼ 晶㌃＼、ご  」生ビール相   埠慄ヤール相  
十  

集ビール指  うう．十  

乾燥ピール柏  5．0   

ビ→トパルフ   2．5   乙5   

ルーサン′   
ペレット   しU   て．0   

い 食 わ ら   1．0   1．0   

（5）給与方法   

午前8時かよび午後2時半の2回於餌とし 第川可鴇竺年埼にど－トパルプ（浸癒したもの）と  

配合飼料の半場を、残りの半値を第2恒順鞘含与した。水は牛査内ウォーターカップかよぴi準動  

場の水飲場で自由飲水させた。  

5．管； 理   

（1l一般管理   

卑列10頭だて牛舎にスタソテオンを使用し、運動場への出口のある東側から牛番号順に繁簡   

した。牛床マットレスを使用し教科はいっさい使わなぃこととした。硫1回碍乳時に汚染部分を   

水洗ぃする憎かとくlてブラヅシンク等の手入れ吐行をわず、雨天以外は窮1回搾乳終了後ただち  

に運動場に出し、第2回給餌まで自由運動卓せた。削蹄等その他の管理は当場慣行によっ毎  
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但）ノ窄  乳   

午前8時半、午後5時半の、1日2固持乳とし、手搾少はいっさい行をわず、すべて樟械搾乳  

とした。   

占．i調査事項及び 方法   

（1）蓉乳意   

毎搾乳時個体毎把秤量。、   

臣）乳脂率   

薫2回、パブコック墓によ摘一倍。  

（5）体  蒐  

遇＝軋午前1D暗から牛衡器により計倍  

何）飼料摂取議   

毎日、諦1回琵食後残飼華蜂言岬し、．摂琴撞を矧㌔  

（5）索殖状況  

：発情の都度直腸検査法によク発情状況を吟奈  

〔縛果〕  

1．て 喋乳乾   

舘神戸均1日当確乱読は表5のとおりであった。  

表 5  平均1ヒ】彗：宛乳骨  

‖ 埋 l   l   m  

咤快ピール糊   
於 与 瑚   】 捨 与 瑚   給 与 期  

殆与  乾燥ビー ル精  生ビール柑  18．7   1る．0   14．8  

17．占   1る．5   
A  

15．0  

15．5   15．1   15．1  

7   2 0．0   17．0   15．7  

10   2 0．1   17．8   15．7   

生ビール柏   乾燥ピール柏   生ビール相  
＼＼給         牛番 掛  給 与 朋   給 与 期   給 ＿亘湖  

5   17．1   1占．5   ．15．之  

4   17．1   17．1   
ち  1ム9  

d   12，7   9．0   d．7  

8   2 0．1   19．1   ‘卜占．2  

9   18．5   15．5   12．7   
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第Ⅰ期、第Ⅲ賦の平均値と窮Ⅱ卿の値とによわ両給与期の産乳健を比較すると表‘のとおりである。  

1頭1日当少の平均値は、生給与期15．88kg、乾挽給与期15．94kgで、両給与期の間には、  

統計的有意善がなからた。  

表d 両給与期の穫乳侵比較（kg）  

‾ 
乾應ヒール相  

牛番号   
瀞与  区分  

生ビ⊥ル相     給 与 期   給 与 瑚   

1d．0   1ろ．8   

2   1占．5   1う．5   

3 3 1d．2   1占．5   

4   17．0   17．1   

5 5 1【5．1   14．5   

6 6 9．7   9．0   

7   17．0   1占．9   

8   18．2   19．1   

P P 15．5   15．5   

10   17．8   17．9   

計   15 8．8   15 9．4   

苧華∴－   15．38   ■15．9 4   

2，F CM貴   

通2回剰在した乳脂薬をもとに奄乳号をアC附こ換算－ナると蒙7のようにをる。  

表7 平埠1［］当甘 C M量（kg）  

群   期   T  Ⅱ   1J   

生ビール半白   乾晩ビール相  ；諾襲、  乾決ビール柏        給 与 崩   給 与 期   給 与 期  
15．5   11．9   15．5  

A  
2   15．2   11．2   12．1  

5   17．7   11，0   チ 8  

7   15．る   12．0   11．1  

10   19．5   1＆ 8   15．8   

乾燥ビール粕   生ビール相  
給 与 期   給 与 期  

5   12．2   12．1   11．4  

B   4   15．7  15．8   1弓．2  

d   12．5   10．d   8．0  

8   19．2   19．4   14．5  

9   15．7  15．6  12．ロ  



これを渡乳らモと同様両給与期比較を表8に示した。1頭1甘当の平均FCM娃点、生冶与購1■2．9  

kg、乾・魂給与朗15．8kg、その詫0．9kgで乾燥給与鋤かやや多かったがこ20房水準にかいて  

も託計的有濠差は認められたレ㍉  

衷8 両給与州のF C Mこ最比較（kg）  

乾旗ピ「ル粕・・・  
壕ピーール柑     給 与 胡   酸 与 湖   
11．9   14．4   

2   11．2   12．7   

5   11．8   12．1   

4   1う．5   15．8   

5・   11．0   1り．8   

d   1D．2   10．ろ   

7   12．0’   15．4   

8   1△．8   19．4   

9   1ち．9   15．d   

1口   1占．ろ   1乙d   

計   12 9．1   15 8．4   

12．9   15．8  平 ′モ匂  t   

ろ．†長 音  

〔頭上l月；笥中のイ本絹の攫ヰ多を才き9ミて示す。  

葬 9  体 蚤 の 推 移  

乾燥宰ニル鞄給与 生ビール粕給与  乾躁ビール粕給与  開始前   
ヤ碩1明  試験場   亨砺項   試験脚   予イ簡、勝、武毎会期  

51ロ   510   52 5   5う 0   510   5 00  520   

A   2   

5   520   52〔】 1  52 ロ   55 D   5うぅ   5 4 ロ  55〔）  

群   
7   5 0ロ   

510  i■ 518  
55ロ   527   5 50  5 57  

10   54〔）   55〔〕   540 j 547  

平 均   
52〔）   

512   52 D  52 7                514  1521   5 50  1550   5 50  5 58   
生ビール伯槍与  乾燥ビール棺給与  生ビール柏給与  

云貰竺  開始前             予1儒期  j試験期  予備期  試！挨描  予備購  試験凋  

480   480   48 5   5 C－0   5t】7   51D   51？  
ち                              5                   4   50 D   49 0   50 0   514OO 517   5 2 0   5 27   

辞   d   520   540   54（〕   550   555   5 く；0   57；7  
8   450   450   4d 7   48 0   480   480   49 7  

9   49 0   4 9 0   49 5   510   518   520   52幻  

平 均   488   490  477  51n   515   508  528  



各個体間にかなりのばらつきがあるが、全体の傾向としては、増加している。これに吐季種的を頗  

墳の沓化や、垢堰彗が影詳していると思われる。ただし、生ずたは乾燥ビール粕給与と体寛の増加  

との間にけ明らかな関係は認められ夜かった。  

4．飼料摂取葦  

合冊間を通じて程食状況は良好で、計敬し得る程の残飼は認められ孜かった。柴春分摂取状耽は  

葬10のとおりである。摂取量はそのl明巾に摂取した飼料から貸出したもの、必嘆憶とは各期の尊  

乳認知よぴその休電工少軌出した必原発養分蚤である。その比蚤をみると、給与ぷ侠薫瀾がTl）y  

基準であったのでDCf，は150－180喀と食ってぃる。特に乳き翫；域少、保革が増加してぃる  

牛で雄その比率が高くそってぃる。  

秦10栄鮒摂醐況（k）  

牛  Ⅰ  期  

群   番 号                 必唆罷（A）  摂取竜脚  昔×1□0  必償還㈹  【■－  －  は1。0    n i必・那叫曙取罷（切   計00   
2弓．855   55＿る．45   149．4   20．7う9   5［）．ろろ9   147．9   2つ・479E  52・229  157．4  

2ロ2．920   205．547   1002   18つ．d28   1〔∋n2う5   9つ．8   1弓2エロ8  ●   1〔）D．ら  

22212   55．0弓5   148．9   21．059   51．d口9   15∩，1   2「）＿4Cl   5軍・145   157．占  
2  

189．777   188∂05   99．4   182．798   185，d5占．1rjl．る  181．511   18ち．2亡IO  ■1［几0  

A   2［】＿590   
52月85   159．5   19．947   29．98（；   15〔1．ち   18．197   ？9．1勤   1占n2  

5                      179．197   185．1くi5   10弓．5   175．857   17ろ．2（汐   1〔iO．5   1ろ4847   1d占．D【）1   100．7  

24，d〔汐   5d52∈き   14乙d   21．d占7   522ロム   14巧ム  t19・151   ろ0月占2   1dl．5  
7  

205．郎7   2［且278  1「】ロ月  ‖ 18占．04d1189．07d   1口1．占   171．511   175こ829   102，5  

25．9占2   59．587   152．4   25．7別   5る．591   155．5   22工IB占   55．474   1d口．6  
1J  
225．790   225．952   101．0   2D8．471   215．154   102．2   197．0ム8   20乙5‘4   122．7   

21．421   5て．18？   145．d   21．04d   52．145   152．7   19．ウ2d   50．415   152ム  
5  

′181・594   185．17与〉   10口．9   181．577   18弓200   1〔札D   174．250   17弓J75d   1D2．ろ  

ぎ 21，8Dl   51．ろd5   14占2   22．0‘5   55．559   157．1   21＿755   52J548   14つ．占  
4  

187．299   18乙110   99．9   189．994   19q．D79   1DO．0   188．444i191．041  101．4  

D 6 

1弓．叩8   50．840   1占5．1   1占．558   28夕84   177．4   14（】17   25．574   181．0  
174．482   181．215  105．9   159．454   1d5．ロ18   105．5   144．44P   149．7朗   105．7  

25．597   5乙245   146．7   24月55   S乙d〔汐   151．4   21．418   55．487   1払．5  
8  

215．511   218．0く；8   102．2   215．瓜5   214．ふ49   1〔10＿5   18‘．d59   19占，447   105．2  

25．421   54．427  147．0  20．855   55．254   159．d   18．829   29．904   15弓＿8  
9  

199．Ⅳ0   2Dl．852  101．4  184．002   189＿588   105．0   172．405   175．808   102．0   

5．繁殖状況   

分娩後の発情おエび受胎状況を表11～12に示す。  
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表のとお少初適発情発現までの樫過自教は中軸イ51，8自、舟場後受胎まで忙虞した日数軋平均  

2ロα2日、受胎までの種付同数は平均5．0回となってお少、全体的把受胎成縛は良好でたかヮた。  

発情周期の不規則なものが多く、かつ、発情時の戸胞発情の状態も不明瞭で正常と認められるもの  

は少女かった。これらのことはとくに粕類を給与した期間に特異的忙認められたことでをく、全期  

をとおして観察されたことて粕頓給与が面接の誘因となっ泉とは認められなレ㌔  

〔感材）■   

ホルスタィシ系搾乳牛2群10頭を供試し、生ピ⊥ル柏と乾燥ビ⊥ル粕とについてその泌乳能力  

を比較した。  

■絶対産乳景につぃでは両者に差は認められ扇lった。■   

甘C血換算軋景を庇赦すると若干乾燥ビール柏の方知多かったが統計的に有意差壮語められをか  

らた。体電は会頭漸崩し二その多少は個々の乳期、姫娘映呪の養によるものと思われる。・   

生ビール相、乾燥ピ⊥ル粕とも嗜好よく、全知愴とおして計貴しうる残伺技左かヶた。ただ摂取  

楽想今は伯主体のためDCアが150～180窃となり退手白と乗っている。   

繁確状呪は、分娩後初回発情の遅延、不規叫な発情周期がみられ、受胎までに平均200．2日 を  

摩し良好でをかったが、これは粕給与忙よる直綬的孜影堵とは書聖められ脅かった。   

遣お樺済効果につぃては、生ビール和め価格形成過程が多痩であり乾燥ビール柏の価格が未確定  

であることからして現時点で容易に比較は出来をいが、単位丁工）N当りの搾乳蚤把差が凌いことか  

ら、生ビール相の代林として乾燥ビール粕の冶与は可能性の参議ことと考えられる。   

なか本試験で使用した生ビール粕と、針染ビール粕の価格は下寿のとおりとをっている。  

区  分   1kg当価格  ∵斗ヽ   TI）ylkg当り価格   

生ビール柏   
円   
具 0〔〉戴  1占．1喀   

円  
55．89   

乾燥ビール柏   さ 8．70   d 2．5   d 1. 922 

凝 着荷時正味秤竜価格  
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